
















































































































































































































































































































































































































































－　　－　　－ J　　i　　一　　一 ・・ ~ェチスワフ・シムチャタ編
　　『ポーランド語辞典』、ワル
シャワ、PWN、1993、第8版、
第III巻、　p．54．
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rewolucja　1．《radykalna　zmiana・…・・……革命1．社会構成
st：uktury　spolecznej，　ustroju
politycznegQ，　wladzy　pafistwowej，
systemu　ekonomicznego，　z　reguly
polQczona　z　przemocq　i　walkq　zbrojnq＞＞
（．．．）ARewolucja　socjalistyczna
＜＜w　terminologii　marksistowskiej：
rewolucja　dokonywana　przez
proletariat　w　sojuszu　z　massami
chlopskimi，　prowadzqca　do・　obalenia
kapitalizmu　i　ustanowienia　ustroju
socjalistycznego　（np．　Wielka
Socjalistyczna　Rewolucja
’Pa2dziernikowa　w　1917　r．）　＞＞　（　．　．　，　）
ARewolucja　burZuazyjna　＜＜w
terminologii　marksistowskiej　：
rewolucja　antyfeudalna　kierowana
przez　bur2uazje　prowadz4ca　do
powstania　kapitalizmu　dzieki
obaleniu　ustroju　feudalnego　i
przejeciu　wladzy　pafistwowej　przez
klasQ　burZuazji（np．　Wielka
Rewolucja　Francuska　w　latach
1789－1799）　＞＞
　　　　　　　　　　　　　、政治体
制、国家権力、経済システム
の急激な変化で、通常暴力と
武装闘争を伴う》（＿）△社会
主義革命《マルクス主義用
語：　農民大衆と同盟した
プロレタリアートによる、資
本主義体制打倒と社会主義
体制確立に向けて行われる
革命（例えば、！917年の社会
主義十月大革命》（＿）ムブル
ジョア革命《マルクス主義用
語：　封建制度の打破と、ブ
ルジョア階級による国家権
力掌握により、資本主義の成
立に導く、ブルジョアジーに
よって指揮された反封建的
革命（例えば、1789－1799年の
フランス大革命）》
　このように、社会の基礎となる理論の変化と検閲廃止によって、シムチャ
タ新版で概念を修正された語句は、社会科学関連用語全体の20％におよぶ。
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代表的な語句は、demokracj　a（民主主義〉、komunizm（共産主義）、marksizm
（マルクス主義）、faszyzm（ファシズム〉、　internacjonalizm（国際主義）、
rewolucja（革命）、　republika（共和国）、　kapital（資本）、　kユasa（階級）、
kolektywizacja（集団化）、　nacjonalizacja（国有化）、　wolnomularstwo（ブ
リーメイソン団）、internowa6（拘禁）、　policja（警察）などである。
　第4に、こうした現状をいかに把握・整理し、体系化していくかという実
務的問題がある。さらに、これと関連して新しい辞書の整備問題があげられ
る。
　ポーランド科学アカデミーには、ポーランド語の用法について検討する委
員会があり、年4回会合を持ちコミこユケを発表している。残念ながら、こ
の委員会の議事録を入手することはできなかったが、関係者の話では、外来
語・新語や専門用語について統一の概念規定や用法を定める予定は当面のと
ころないという。その理由は、外来語・新語の大半がごく一部の専門家や研
究者の間でだけ通じる用語であるばかりか、それらの専門家や研究者の間で
も定義が定まっておらず、狭い領域だけでスラング化している用語が多いこ
と、また、一時的に国民の問でも流行するが、半年程度で消えていく用語が
多く見られること、などである。こうした方向が定まらない時代に無理をし
て交通整理する必要はなく、しばらく様子を見ようということなのであろう
か。
　しかしながら、実務上の問題として、新しい概念を学び、共通の認識を形
成しなければ、相互に議論もできないということになる。新聞・テレビなど
に登場する新しい言葉が、新鮮である一方重みに欠け手応えがないのは、こ
うした定義の曖昧さが背景にあるからである。そうした中で、多くの問題点
を棚上げしたままではあるものの、時代の要請に応えようとする意欲的な辞
書・事典が次々と編纂され、また新しい概念体系を学ぶためのテキストの翻
訳が精力的に行われていることは高く評価しなければならない。とりわけ
一106一
ポーランドにおける体制転換と専門用語をめぐる諸問題　107
1994年以降は便利な辞書・事典が続々と発行されている。そこで次に、とり
わけ経済分野に焦点を当て、専門用語をめぐる諸問題と新しい辞書・事典、
経済学教科書の整備の現状を取り上げたい。
II　経済専門用語をめぐる現状と各種辞典・事典、経済学教科書の整備状況
　1989年9月に誕生したマゾヴィエツキ非共産党政権は、翌10月に新しい経済
プログラム（いわゆる「バルツェロヴィチ・プPグラム」）を発表する。この
プログラムは、マネタリスト的な金融引締めによるインフレ・スパイラル抑
止、財政均衡化、経済安定化政策とともに、国営企業民営化、価格の自由化、
資本・労働市場の創設などを盛り込んだものであった。そして、こうした政
策を短期間のうちに包括的に実施する、いわゆるショック療法が採用された。
全く新しい経済理論に基づいた政策のラジカルな導入に伴い、政策担当者、
経済学者の間はもとより新聞・テレビや日常会話の中にまで新しい概念と用
語が一気に流れ込んできた。この社会変革が経済専門用語に与えた影響につ
いて問題点いくつか列記すると、次の通りである。
1。旧体制の用語に対する拒絶反応：　経済的自由主義を基調とした経済プ
ログラムの中心問題は、現実問題として、「変革過程のプログラム、システム
として、どのような改革プログラム、経済システムが最も望ましいかという
選択の問題ではなく、旧政権時代の経済システムから市場経済制度へ如何に
速やかに移行するかという戦略の問題」であり、新政権は「政策措置として、
社会主義時代のそれに対置しうるものだけを：重視したため、例えば、規制的、
誘導的な計画化、政府主導による産業政策、貿易管理政策などの実施という、
多数の民衆にとって社会主義時代の「名残り」を思わせるような政策措置を
当初から排除Jしてしまった（2）。こうした姿勢は言語にも現れてきている。政
治家や政策担当者は、自分たちが旧体制の垢にまみれた人間ではなく、新し
い時代を担う知識と理論を身につけていることを示すために、強迫観念にと
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らわれたように社会主義用語の使用を避けた。そして、新古典派経済学理論
の用語が、観念的に、時には半ばスP一ガンのように乱用された。こうした
社会的な雰囲気は、一方で社会主義時代の特殊なポーランド語から速やかに
決別し、新しいポーランド語の発展を促進するのに貢献したが、他方で社会
主義時代に劣らず空虚な、自由主義の名を冠しただけの言語が生み出される
結果を招いた。もっとも、こうした雰囲気は！993年頃までには解消した。議
論の内容が実質化・実務化するにしたがい、言語も内容を伴ったものになり
つつある。
2，専門用語を国民レベルで共有する問題：　体制転換はポーランド政府が
作成したプログラムに基づいて展開されているとはいえ、青写真はマネタリ
スト的政策の有効性を主張するジェフリー・サックスらのグループが描いた
もので、そこで使われている概念も用語も一般国民にはなじみのないもので
あった。他方、国際金融機関の支援を受けるために、政策担当者はIMF・
世銀に理解される言語で議論する必要があった。幸いにして、新しい政権の
経済政策ブレーンは米国などへの留学経験者が多く、国際金融機関とのネゴ
シエーションにおいて意思疎通の問題はなかった。ところが、こうしたレベ
ルでの議論がマスコミや下位の行政機関に流れる過程において、突然流行語
のように使用されはじめた専門用語の正確な意味が充分理解されず、それぞ
れの論者が自分の解釈で新しい用語を使い、混乱が生じるようになった。
3．新しい概念と社会の軋礫に関する問題：　1989年に始まる体制転換と新
しい経済システム導入は、新しい概念・用語をポーランド語に翻訳する余裕
を与えないほど急激なものであった。多くの用語が原語（とりわけ英語）の
まま導入されたことは、社会に様々な影響を与えている。すなわち、ある専
門領域の用語を翻訳せずに導入するということは、結果的にそれらの用語を
とりまく概念体系と環境、文化が付随して流れ込んでくるということである。
言い換えれば、それぞれの専門用語には、それが育った環境があり、「翻訳」
せずに導入すれば、その用語はなかなかポーランドの土壌にとけ込まず、導
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入過程で社会との軋礫を生み出すということである。これは言語の問題のみ
ならず、改革案全体にいえることである。
4．経済用語の概念規定や用語の統一：　近年、経済・法律用語は一般市民
にとって極めて身近なものになりつつある。現在、私営企業および合弁企業
の数は10万件に迫る勢いである。また一方で、新しく事業を始める場合は、
良い弁護士と会計士をつけることが鉄則といわれるくらい、取引や課税をめ
ぐるトラブルは多い。一般市民にも、会社設立や取引の知識はもとより、資
金調達から資金運用、さらには訴訟や節税まで、様々な分野での法律、経済
の知識を要求される。こうした、会社設立、金融、会計、課税、会社法、民
事訴訟法帖に関する用語は、概念が法律で定められており、若干の解釈の問
題を除いては、その用語が表す意味は明白である。他方、外国語から翻訳さ
れる経済学教科書などでは、基本的な概念においても訳語はバラバラで、一
部に混乱がみられる。
　このように、旧経済体制の経済専門用語は、その体制を支：える理論とシス
テムの崩壊とともに一気に駆逐されたが、その空白を埋める新しい輸入の理
論が国民の間にすぐには根付いていないのが現状である。一方で、一般国民
にとっても経済・法律専門用語は身近なものになりつつあり、新しい経済シ
ステムの中で経済活動・生活するための基礎知識を得ようとする欲求は高ま
っている。そこで次に、現在のポーランド語辞典、社会科学専門辞典・事典、
経済学教科書の整備状況を整理し、その現状と問題点について若干考察した
い。
a，ポーランド語辞典の整備状況
現在一番基本となるポーランド語辞典は、体制転換後にPWNが組織した
編集委員会によって改訂された全3巻のシムチャタ編『ポーランド語辞典』新
版（文献［32］）である。これは全3巻の旧版（文献［31］）の改訂版で、第1
章でもふれたように、社会科学関連用語全体の約20％について定義の改訂が
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行われ、さらに124ページの増補版が添付されている。社会科学を学ぶものに
とっては、専門領域の事典とあわせて利用すれば、実用上不便はほとんどな
い。しかしながら、あいかわらず大半の見出し語の定義は全11巻のドロシェ
フスキ編『ポーランド語辞典』（文献［6］〉に依拠している。さらにドロシェ
フスキ版は、19世紀に編纂されたりンデ『ポーランド語辞典』（文献［13］）
を基礎としている。したがって、現代ポーランド語への理解を主軸に考えた
場合、大幅な定義・用例の見直しが望まれる。
　こうした要求に対応するため、現在PWEの編纂委員会を中心に改訂作業
が進められているが、本格的に議論を始めるとなかなか作業は進まないよう
である。一方、言語について比較的保守的なワルシャワに対して、リベラル
な地方都市を中心に様々な意欲的試みが行われている。そのひとつがポズナ
ンの出版社から出されたズグウコーヴァ編『実用現代ポーランド語辞典』で
ある。この辞書は、アダム・ミツキェヴィチ大学のスタッフを編纂委員とし
1993年から準備が開始され、1995年から出版が始めちれた辞書である。この
辞書の特徴は、まずなんと言ってもその規模の大きさである。各巻約300～350
ページのボリュームがあり、既刊の第6巻でようやくchlorytyzacjaまでであ
る。出版社では全30巻程度を計画しているが、このペースでいくと全100巻程
度に膨らんでしまうだろう。第2の特徴は、内容の新しさである。現代使われ
ていない用語はできるだけ排除し、現代用語に基礎をおいた編集が試みられ
ている。語彙の選択は、1954～1993年の出版物等から行い、ドロシェフスキ
編『ポーランド語辞典』も、わずかに第11巻（補遺）を参考にしただけであ
る。また、新語を意欲的に取り込んでおり、用例は古典ではなく現代の用法
が基本になっている。第3の特徴は、出版の速さである。1993年に編纂委員会
が設置されてから2年後に出版が始まるというのは、ポーランドにとっては
異例の速さである。これを可能としたのは、出版社の努力もさることながら、
編纂にコンピュータを利用したことである。第4の特徴は、品詞分類や用法指
示の略語・記号類を極力排除し、初めての利用者が几例を見なくても利用で
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きるように編集してあることである。指示記号は、“”（“”内は定義）、［］（［］
内は発音）など5つだけである。また、品詞などの表示でも略記は使われて
おらず、誰でもすぐに理解できるように工夫してある。
　ズグウコーヴァ編『実用現代ポーランド語辞典』は、こうした意欲的試み
であるが、現在のところ必ずしも良い評価を得ているとはいい難い。代表的
な批判は、まずボリュームが大きすぎることである。現在のペースで発行し
ていっても、今世紀中には完結しない。大きく時代が動いている現代、刊行
の終了まで10年かかった場合、AからZまでの全体の統一性は保てるかどう
かが大きな問題である。また、実用性を重視し現代語の用例を多く挿入して
いること自体は良いが、用例は編集者自身が作ったものがほとんどで、その
用法には疑問のあるものも少なくない。
　次に注目できるのは、マルコフスキ編『実用ポーランド語正用法辞典』（文
献［13］）である。この辞書は、主に12～16才向けに編集された辞書であるが、
これまでの辞書にない新しい試みが見られ興味深い。ところで、正用法辞典
としては、定番の『ポーランド高角用法辞典』（文献［23］）がある。しかし、
増補・改訂が行われているとはいえ、ドロシェフスキらによる最初の編纂作
業が終了したのは1960年代末である。マルコフスキの正用法辞典では、見出
し語の定義を実用的な用法に重点をおいて書き換え、簡潔・明瞭にしている。
また、広く話し言葉で使われているが好ましくない用法として従来辞書に掲
載されることが少なかった地方、社会グループ、世代の差による用法の違い
も、必要に応じて掲載している。さらに、他の辞書では完全に無視されてい
るが、若者の間でよく聞かれる表現（cuker→正しくはcukier、　poszlem→正し
くはposzedlem）も、誤りとした上で掲載している。こうしたところに、マル
コフスキの言語に対する柔軟1生と寛容性をうかがい知ることができる。また、
マルコフスキ『こんなに多くの難語』（文献［14］）は、新聞、雑誌、テレビ、
ラジオに頻繁に登場する用語を集めた現代用語辞典で、発音や用例、誤用を
丁寧に掲示している。この2つの辞書は、現代用語を扱う上で良い参考にな
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る。
　外来語辞典では、定番の『外来語辞典』（文献［27］）、およびコパリンスキ
『外来語・外国語成句辞典　アルマナック付き』（文献［11］）が充実してい
る。最新の『外来語辞典』では、体制転換前と比べて約7，000語増補されてい
る。このことだけからも、外来語が急増していることがうかがえる。
　こうした新しい辞書編纂の試みは、社会主義時代に停滞していたポーラン
ド語の発達を促進するという点で、重要な役割を担っている。しかし、新し
く生まれる新語を辞書に掲載するということは、その語を社会的に認知する
ということでもあり、取り扱いの慎重さも要求される。さらに、急速な情報
化に伴って、近い将来辞書には新たな役割が要求されることになるであろう。
従来の辞書は人間が利用することを前提とした編纂がなされていた。しかし、
機械翻訳の発達や、技術、規格、統計、財務などの領域で国際化が進行する
と、人間と機械の双方が理解できる明解な用語や文法の確定が不可欠となる。
とりわけ、EU加盟に伴う様々な用語・概念の国際基準への統一や、経済のグ
ローバル化に伴う取引文＝書等作成・翻訳の自動化は、実務上避けて通れない。
現在計画中の『ポーランド語辞典　CD－ROM版』や1996年秋発売を目途に準
備中の『新版百科事典　CD－ROM版』（PWN＞をきっかけに、こうした言
語の「規格化」はますます促進されることになるであろう。
b．社会科学分野での専門辞典・事典の整備状況
　社会科学分野での言語をめぐる大きな問題は、急速に発展しつつある各分
野の専門用語の多くが、ごく一部の専門家にしか正確に理解されていないこ
とである。例えば、現在のスタンダートな経済学教科書は、そのほとんどが
1993年以降に初版が発行されており、これらの教科書を使って経済学を学ん
だ学生は、ようやくこれから社会に出ようという段階である。つまり、現在
新聞紙上やテレビ・ラジオで登場するジャーナリスト、アナリストらは、一
部の西側留学組を除いて、すべて独学か短期のビジネススクールや経営コL
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スで即席に理論を学んだ人たちである。当然ながら、同じ用語でもそれを使
う人によって微妙にニュアンスが違ってくる。したがって、社会科学分野で
の専門辞典・事典の整備は緊急の課題であるといえる。そこで、社会科学分
野の辞典・事典の整備状況を整理してみたい。
　経済の市場化に対応して新たに編纂された経済事典としては、『ビジネス事
典』（文献［20］）をまずあげることができる。この事典はポーランドを代表
する約100人が執筆しており、ある意味では新しいポーランドの経済学・経営
学の水準を示しているともいえる。ポ英・英ポ経済用語辞典では決定版はな
いが、『マネージャーのための英ポ・ポ心中辞典』（文献［35］）がコンパクト
で比較的信頼できる。英ポ経済用語辞典では『英ポビジネス辞典』（文献［34］）
が63，000語を収録している。ポ英法律用語辞典では『ポ英法律辞典』（文献
［35］）の信頼が高いが、1986年に発行されて以来、まだ改正されていないの
が残念である。英ポ法律用語辞典では、70，000語を収録した『英ポ法律・経
済用語辞典』（文献［10］）がある。
　また、体制変革で新しく生まれた分野に対応した専門用語辞典が目を引く。
ブジェスキ・『不動産専門用語英ポ辞典』（文献［4］）、『金融・銀行事典』（文
献［12］）、ヴルブレフスカ『英ポ・ポ英金融・銀行業辞典』（文献［36］）、ハ
リス、コヴァルチク『英ポ広告用語事典』（文献［8］）、などである。このう
ち、広告業界の専門用語は、辞書によって用語や訳語が異なったり、用語が
英語の不器用な翻訳で、とても業界内で使われている言葉とは思えないもの
であったりし、業界用語が成熟していない現状がうかがえる。また、広告業
自体が生成過程にあり、成熟した組織、戦略、広告倫理基準、広告効果測定
方法などが確立していないことも、広告業専門用語が成熟していない原因で
ある。その点、金融業界の用語においては、多くの用語・概念が法律によっ
て規定さえていることもあり、こうした混乱は見られない。『英ポ・ポ英金融・
銀行業辞典』（文献［36］）も、信頼性の高い辞書である。
　貿易の分野では、1986年に初版が出て以来改訂が重ねられているビャウェ
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ッキ、ドロシ、ヤヌシキェヴィチ『外国貿易事典』（文献［2］）に加えて、『多
言語貿易文例辞典』（文献［32⊃をはじめとする多くの実用辞典・マニアル
が発行されており、この分野での専門用語はかなり成熟しているといえる。
　企業の財務諸表などを読む場合は、『ポ独英会計・銀行業務中辞典』（文献
［9］）は必携だが、財務諸表の様式が年々少しずつ変わるので注意が必要で
ある。また、現在国営企業が民営化プmセスにあるため、財務諸表の中にわ
かりづらい過渡期的な項目がいくつかある。こうした項目の定義は、官報か
らひとつひとつ拾っていくしか手がない。
　ポーランドは、自由化によって急速に国際社会との関係を緊密化しており、
この分野での用語の整備も急がれる。『ポ英仏独国際関係・国際法専門用語
集』（文献［19］）、『国際会議参加者のための辞典』（文献［21］）、『仏独英ポ
欧州条約用語辞典』（文献［25］）などは、こうした要請に応えるものだが、
’とりわけ、『仏鼠算ポ欧州条約用語辞典』をはじめとするEU関連辞書の緊急
の整備が望まれる。EU加盟が実現すれば、膨大な公式文書、議事録等をポー
ランド語に、またはポーランド語を少なくとも仏語、英語、独語に翻訳しな
ければならなくなる。訳語統一化と同時に、EU専門の通訳・翻訳者を大：量に
要請する必要も生じるであろう。
c．経済学教科書の整備状況
　上述したとおり、経済学の新しい教科書のほとんどは1993年以降発行され
ている。現在、ポーランド人によって執筆された教科書は、例えば社会主義
期ポーランドの代表的社会主義政治経済学教科書の著者ナシウォフスキが執
筆した『市場システム　ミクロ・マクロ経済学の基礎』（文献［43］）などが
あるが、その他の代表的教科書のほとんどは翻訳である。
　現在ポーランドで一番よく使われているのは、筆者の見たところべッグ、
フィッシャー、ドーンブッシュ『経済学』（文献［39］）、およびバ7ダ、ウィ
プロシ『マクロ経済学　ヨーmッパ標準教科書』（文献［40］）である。『経済
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学』の翻訳は、中央計画統計大学（現在のワルシャワ経済大学）外国貿易学
部経済学大講座（現在の第2経済学大講座）のスタッツが体制変革前から計
画していた。余談ではあるが、当時からポーランド人にとっては、サムエル
ソンの経済学よりドーンブッシュの経済学の方がはるかにポーランド人の問
題関心に近く、また新しい議論にすぐ飛びつくポーランド人にとってはより
新鮮であったようである。この教科書の翻訳にあたり、訳語は用意周到に準
備されている。同書の「ポーランド語版への序文」では、次のように述べら
れている。「（＿）世界の経済学は、理論の急速な発展や、最近の20年間におけ
る工業諸国経済に生まれた新しい制度、用具、用語と結びついているが、ポ
ーランドの経済学とその周辺の学問（例えば財政学）が世界の経済学から長
く隔離されていたため、我々の技術的・経済的遅れはさらにもう一つの遅れ
一すなわち言語的遅れをもたらした。これまでポーランド経済学が使って
きた言語は、現代の市場経済を描くのに充分正確な用具ではないことが明ら
かになっている。いくつかの概念はポーランド語には全く存在せず、またい
くつかは異なった概念の範囲を持ち、多くの経済現象について一一明確化す
るかわりに一混乱を招き理解を妨げかねない。（＿）」（3）。そう述べた上で同
書では、できるだけ用語の直接的「輸入」は退け、ポーランド語の「精神と
伝統」にもつとも近い言葉に置き換える努力を試みている④。これに対し、ポ
ーランド語にない概念は、無理に翻訳するより原語をそのまま使った方が概
念上混乱がないとするグループもあり、教科書によって訳語は様々である。
こうした中で、訳語統一の動きもみられる。例えば、バーダ、ウィプロシ『マ
クロ経済学　ヨーロッパ標準教科書』の訳者グループ（U・グジェロンスカら）
は、ベッグ、フィッシャー、ドーンブッシュ『経済学』の訳者グループ（R・
ラパツキら）と協議し、ある程度の訳語統一を行っている。この2つの教科
書で使われている用語は、これらの教科書が現在標準的教科書として広く使
われていることを考えると、将来定訳になっていく可能性が強い。
　ベッグ、フィッシャー、ドーンブッシュ『経済学』と並んで人気のあるバ
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一ダ、ウィプロシ『マクロ経済学　ヨーロッパ標準教科書』（原書タイトル：
Macroeconomics　A　European　Text．　Oxford　UP，1993）は、西欧や中・
東欧の経済諸問題、EUへの統合を念頭に置いて執筆された教科書で、ポーラ
ンド人の問題意識には一番近い教科書であろう。
　1989年の体制変革が始まった当時のポーランドでは、まるで新古典派以外
は経済学ではないような雰囲気があったが、現在使われているテキストをみ
ると状況はかなり落ち着いてきているようである。当面は時代に追いつくた
め翻訳されたテキストが標準的教科書として使われていくだろうが、ポーラ
ンドの経済学の蓄積とポーランド人のオリジナりティーを求める精神を考慮
すると、ポーランド独自の教科書が次々に編i纂され、新たなオリジナリティ
ーに満ちた経済学が生まれるのもそう遠い将来の話ではないと筆者は考え
る。
まとめにかえて
　本稿では、体制転換のポーランド語への影響を、社会科学分野を中心に検
討した。同時に、一般のポーランド語辞典についても、社会科学を研究する
者の立場から、その間題点を指摘した。本稿はあくまでもポ丸心政治経済用
語辞典の編纂を念頭において整理したため、捨象した問題も多い。他の分野
の研究者から見ると、また違ったポーランド語の変化が観察されることと思
う。いずれにしても、本稿では社会科学の分野において単に新語が生まれ、
それが文法にも影響を及ぼしているということだけでなく、改革案の導入に
伴う「輸入」概念と社会の軋礫、EUをはじめとする世界経済との結びつき
の深化と外交・専門用語の統一化、古い思考から抜け出そうとする指導者た
ちの姿勢と言語など、言葉と社会のつながりに焦点を当てて分析を試みた。
今回は、これらの問題の概略的な紹介にとどめたが、機会を見てさらに詳し
く論じたい。
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＊この研究ノートは次の助成をうけて実施された研究の成果の一部である。
国際交流基金　平成7年度人物の海外派遣助成　7PE273（H．7．05．22）
「ポ英日政治経済用語辞典編纂およびポーランド現代経済史研究」
　なお、その他の成果は、「ポーランド現代経済史における継続と断絶」（阪
東宏編『ポーランド史論集』、三省堂、近刊）、『現代ポーランド政治・経済・
宗教史（仮題）』（共著、準備中）、『ポ英日政治経済用語辞典』等で発表され
る。
（脚注〉
（1）　『ポ英日政治経済用語辞典』は、ポーランド語の政治・経済用語を中心に、広く社
　会科学に関する専門用語・表現を収録した用語辞典である。本辞典では、近年のポー
　ランドの経済市場化に伴う国際経済との関係緊密化や、ポーランドがかかえる政治・
　経済・社会的諸問題のグローバル化（環境問題、累積債務問題、経済統合問題等）を
　考慮し、英訳も同時に併記している。用語の選択にあたっては、多様な利用者層を想
　凹し、法律、歴史、数学、統計などの分野の学術用語から、商業、金融、貿易、簿記・
　会計などのビジネス用語、さらには議会、外交、国際問題、地域紛争、宗教、労働運
　動の用語まで広くカバーしている。収録語数は、見出し語約8，0QO語、複合語約2Q，000
　語で、用例約800である。また、新聞・雑誌、学術論文、公式文書などに頻出する形容
　詞、動詞なども盛り込み、あわせて社会科学関係の文献に使われる独特の表現をでき
　るだけ多く紹介している。
　　本辞典の前身は、『対訳ポーランド語経済用語・」・辞典（Ma士y　slownik　ekonomic・
　zny　polsko－angielsko－japofiski）』（自費出版、　Warszawa、1984）であるが、この
　『小辞典』を出版した時点では、ポーランドは社会主義体制をとっており、したがっ
　て掲載した用語もこの体制に特有なものが中心であった。今回は、『小辞典』の．ボキャ
　ブラリーを生かしつつ、資本主義経済に関する用語を大幅に追加し、体制の変化によ
　る専門用語の変化も読み取れるよう配慮している。これはまた、体制変革による価値
　観や概念の変化、新しい政治・経済システム創出をめぐるダイナミズムと軋礫を辞書
　という媒体を通じて生き生きと表現しようとする試みでもある。
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（2＞家本博一『ポーランド「脱社会主義」への道　体制内改革から体制転換へ』、名古屋
　大学出版会、1994、p．179，188。
（3）David　Begg，　Stanley　Fischer，　Rudiger　Dornbusch．　Ekonomia．　Warszawa二
　PWE，　1993，　Tom　1．　p．15．
（4）例えば、trade－offには、　wyb6r　typu　“coS　za　co6”，　odwrotna　zale2no66，　sub－
　stytucyjno§6などの訳語が、またopportunity　costには、　koszt　alternatywny，　koszt
　utraconych　mo乞liwo≦ciなどの訳語が充てられている：lbit．，　pp．15－16．
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⑳　Slownile　wyraz6w　obcych〔外来語辞典）．（Wydanie　nowe）．　Warszawa；PWN，
　1995．
㈱　Jan　Stanislawski．　Wielki　slownik　polsfeo－angielsfei．　z　smplementem〔ポ英大辞
　典〕．Warszawa：WP／Philip　Wilson，1993，　Wyd．　XIV（Suplem．）⑩
㈲Jan　Stanis壬awski．　Wielki　slownileαngielsko－polslei．2smゆlementem（英ポ大辞
　典〕．Warszawa：WP／Philip　Wilson，1993，　Wyd．　XV（Suplem．）⑪
（3Q）Maria　Szkutnik．　Slownik　pogs為。　一　angielski〔ポ英辞典〕．　Warszawa：Petra，
　1995．
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㈹　Mieczyslaw　Szymczak（Red．　nauk．）．　Slownik　／“電2yka　polskiego〔ポーランド語
　辞典〕．Tom　I－IIL　Warszawa：PWN，1981．　Wyd．1．
舩　Mieczyslaw　Szymczak（Red．　nauk．）。翻。ωη読ブ鰐んαpolsleiego〔ポーランド語
　辞典〕，Tom　I－III十Suplement．　Warszawa：PWN，1993，　Wyd．　XIII，
（33）　珊θ♂喫zy6zηッslownife　zwrot6w　hαndlowych〔多言語貿易文例辞典〕．Gdafisk；
　Exter，1993．（ポ独英仏露）
㈹　Monika　W6ytowicz－Neyma皿，　R。man　Kozierkiewicz，　Mieczyslaw　Pulaw－
　ski．　Slownik　handgowy　angielsfeo－polski〔英ポビジネス辞典〕．　Warszawa＝PWE，
　1991，
（35）　Monika　Woytowicz－Neymann，　Mieczyslaw　Pulawski．　Podrcczny　slownile
　　mened2era　angielsko－Polsfli，　Polsk－angielski（マネージャーのための英ポ・ポ英噸辞
　典〕，Warszawa：PWE，1992．
（36）　Joanna　Wr6blewska．　Polsko－angielsfei＊angielsko－Polslei　slownik　finansowo一
　一bankowy〔英ポ・ポ英金融・銀行業辞典〕．Warszawa二Poltext，1995．
⑳　Tomasz．　Wy乞yfiski．盈卿θ娩。ψo娩。，ρo娩。－angielslei．slownikろ伽6s唄英
　　ポ・ポ英ビジネス辞典〕．Warszawa＝Pr6szyfiski　i　S－ka，1995．
㈱　pod　red．　Haliny　Zg61kowej．　Prafetyczny　slownillωψ6～cgθsηのpols2czyzny〔実
　用現代ポーランド語辞典〕．Tom　1一（Tom　30）．　Poznafi：Kurpisz，1995一．
2．経済学テキスト関係
㈹　David　Begg，　Stanley　Fischer，　Rudiger　Dornbusch．　Ekonomia〔経済学〕．　Tom
　l－3．Warszawa：PWE，1993，（Tom　1一導入編、ミクロ経済学、厚生経済学．　Tom　2
　一マクロ経済学、世界経済．Tom　3一演習；Peter　Smith，　David　Begg．）
働　Michael　Burda，　Charles　Wyplosz．　Maferoeflonomia．勘碗62嘘，6％吻添厩〔マ
　　クロ経済学　ヨーロッパ標準教科書〕．Warszawa：PWE，1995，
（41）　Robert　E．　Hall，　John　B．　Taylor．　A4ikroekonomia．　Teoria，　funkcionowanie　i
po／ilyka〔ミクロ経済学　理論、機能、政策〕，　Warszawa：PWN，1995．
（42）　David　R．　Kamerschen，　Richard　B．　McKenzie，　Clark　Nardinelli．　Ekonomia
　　〔経済学〕．Gdafisk：Fundacja　Gospodarcza　NSZZ　t’Solidarno§6”，1993，
（40　Mieczyslaw　Nasilowski．　System　rynkowy．　Podstawy　mikro一　i　malero－
　ekonomii　（市場システム　ミクロ・マクロ経済学の基礎〕．Warszawa：Key　Text，
　1993．
㈹　Bronislaw　Oyrzanowski．　Mikroekonomia〔ミクロ経済学〕．　Krak6w：Wyd．
　Profesjonalnej　Szkoly　Biznesu，　1995．
㈲　Paul　A，　Samuelson，　William　D．　Nordhaus．　Ekonomiaエ〔経済学1〕．War－
　szawa：　PWN，　1995，
⑯　Hal　R，　Varian．』4伽）ε々。ηo癬α〔ミクロ経済学〕．　Warszawa：PWN，1995，
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3．その他
（47＞Dariusz　Fikus．　Mowa　Gazetowa〔新聞の言語〕．　Warszawa：Presspublica，1994．
㈹　Tadeusz　Piotrowski．　Z　2agadniefO　leksyfeografii〔レクシコグラフィーの諸課題
　から〕，Warszawa：PWN，1994．
（追記）
　脱稿後、坂倉千鶴氏（外務省研修所講師）より貴重なコメントをいただ
き、若干の修正を行ったので、この場をお借りしてお礼を申し上げたい。
なお、脱稿後ということもあり修正できなかった点について、追記という
形で補足したい。
　本稿では、1989年以降の体制転換で外来語が堰を切ったように流入した
という点を強調しているが、一部の用語については、すでに80年代前半か
ら使われているものもある。例えば、1989年以降1unch（ランチ、軽い軽食）
という単語が一般化した背景には、仕事を終えた後、家に帰って家族と共
にゆっくりと昼食（obiad）を食べるポーランドの伝統的習慣が、体制転換
による私企業の増大と競争の激化によって崩れ、多くの労働者が街で急い
で昼食をとりまた職場に戻る生活を余儀なくされているという社会現象
がある。しかし、80年代前半にはすでにこうした生活スタイルが一部の層
に定着しており、彼らの間ではlunchがすでに日常的に使われていたのも
また事実である。この例にのように、体制転換によって新しい概念や生活
スタイルが一気に流入してきたわけではなく、西側の情報が比較的簡単に
入手でき、国際的な人的交流も盛んであった80年代に一部の層に段階的に
受け入れられ、1989年以降それが大衆化したという側面も軽視できない。
坂倉氏の指摘は、こうした時代の連続性を重視するもので、きわめて重要
な指摘である。これらの点は別の機会に詳しく検討したい。
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Polish　System　Transformation　and　lts　lmplication
　　　for　the　Technical　Terms　for　Social　Sciences
Masahiro　Taguchi
　　This　note　refers　to　recent　problems　of　the　technical　terms
used　in　the　social　sciences　in　Poland．　The　current　systbm　trans－
formation　process　in　Poland　has　a　great　influence　upon　the
po正itical，　economic　and　soc組Iife．　Many　new　technical　terms　are
flowing　into　Poland　with　the　progress　of　the　radical　transforma－
tion　of　the　system．
　　In　part　one，　the　author　presents　the　general　situation　of　the
inflow　of　the　words　of　foreign　origin，　the　occurence　of　the　new
words’≠獅п@concepts　in　connection　with　the　change　of　economic
relations，　the　social　life　and　the　basic　ideology　of　society．
　　Part　two　is　an　intro．duction　of　new　Polish　basic　dictionaries，
other　dictionaries　of　technical　terms　for　social　sciences，　and　the
new　texts　of　economics．　The　author　also　makes　some　comments
on　these　dicitionaries　and　texts．
　　This　note　is　an　attempt　to　make　clear　the　main　problems　of
current　Polsh　language　for　the　editing　work　on　“The　Polish－
Japanese－English　Dictionary　of　Political　Economic　Terms”．
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